
本テキスト使用上の留意事項

 
１． 実際の知識と技能の習得には、単に、国総研資料第 829 号や本国総研資料を通読する

だけでなく、適当な講師による講義と関連の技術情報の把握、現地での模擬点検実習

など一定の研修カリキュラムの履修などそれぞれの管理者による道路法施行規則の解

釈としての要求の充足が不可欠です。 
 
２． 本国総研資料の内容は、現時点での内容をまとめたものであり、今後、道路橋に関す

る様々な技術開発や知見の蓄積を踏まえて、見直しが図られなければなりません。 
 

３． 実際の定期点検を実施するにあたり本国総研資料の内容に疑義が生じた場合には、

個々に、法令及び技術的助言の趣旨に沿って、知識と技能を有する者による適切な判

断が求められます。個別の質問等には回答しません。 
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